
Ⅰ 予算編成の基本的な考え方
県の令和８年度当初予算は、「やまぐち未来維新プラン」に沿って進めてきた県づくりの

成果の上に立って、本県の更なる飛躍を目指し、「『成長』と『安心』の好循環」に向けた
取組を速やかにスタートすることを基本方針として、予算編成が行われました。

農林水産部では、「やまぐち農林水産業振興計画」（令和４年度～８年度）に基づき各種
施策を推進し、生産性と持続性を両立した強い農林水産業の育成を目指しているところです。

高齢化・人口減少に伴う担い手不足や、米をはじめとした食料品の物価高などを背景に、
人々の生活を支える農林水産業の重要性が一層高まっており、国内外に向けた可能性を持つ
農林水産業を稼げる産業へと成長させることが重要です。

このため、令和８年度農林水産部当初予算においては、「強い農林水産業の育成」に向け
て重点的に取り組むとともに、 足元の物価高に苦しむ県民の暮らしや、農林漁業者等の事業
活動の維持・発展に向け、国の重点支援交付金を活用し、集中的な負担軽減対策を講じます。
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